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表 1　2015 年 6 月以降にトルコで発生した主なテロ
日時 場所 実行犯 犠牲者
2015 年 6 月 5 日 ディヤルバクル IS 4 名死亡
2015 年 7 月 20 日 スルチ IS 32 名死亡
2015 年 10 月 10 日 アンカラ IS 103 名死亡
2016 年 1 月 12 日 イスタンブル IS 10 名死亡
2016 年 2 月 17 日 アンカラ TAK 28 名死亡
2016 年 3 月 13 日 アンカラ TAK 37 名死亡
2016 年 3 月 18 日 イスタンブル IS 5 名死亡
（出所）新聞など参照し、筆者作成。
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表 2　内務省の危険人物リスト（青色）に名を連ねた IS 関係者
名前 出身 出生年
ハジ・ユスフ・クズルベイ（Hacı Yusuf KIZILBAY） アドゥヤマン 1993
カスム・デレ（Kasım DERE） アドゥヤマン 1984
マフムット・ガーズィ・デュンダル（Mahmut Gazi DÜNDAR） アドゥヤマン 1993
メフメット・ムスタファ・チェヴィック（Mehmet Mustafa ÇEVİK）⇒当局監視下 アドゥヤマン 1992
オメル・デニズ・デュンダル（Ömer Deniz DÜNDAR） アドゥヤマン 1993
ヤクップ・アクトゥルム（Yakup AKTULUM）⇒当局監視下 アドゥヤマン 1988
メフメット・イシィク（Mehmet İŞİK） アドゥヤマン 1996
メフメット・タシャル（Mehmet TAŞAR） アドゥヤマン 1994
ムハメット・ザナ・アルカン（Muhammet Zana ALKAN） アドゥヤマン 1995
エルセル・オジャック（Ersel OCAK） アドゥヤマン 1994
マフムット・ガジィ・タタル（Mahmut Gazi TATAR）⇒ YPG に拘束 アドゥヤマン 1991
レジェップ・ヤマン（Recep YAMAN） アドゥヤマン 1984
アイシェヌル・インジ（Ayşenur İNCİ） アドゥヤマン 1994
デメト・タシャル（Demet TAŞAR） アドゥヤマン 1994
メルヴェ・デュンダル（Merve DÜNDAR） ドイツ 1996
ウルカル・マモドヴァ（Ulkar MAMODOVA） アゼルバイジャン 1987
カディル・ギョズカラ（Kadir GÖZÜKARA） アドゥヤマン 1992
（出所）“İçişleri Bakanlığı en çok arananlar listesini yayınladı”, Radikal, 28 Ekim, 2015.
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43 アジ研ワールド・トレンド No.250（2016. 8）
トルコにおいて伸張する「イスラーム国」―その起源と構成―
じる、④政府が指名した導師、政府が運営するモスクで礼拝することを否定する、⑤トルコの他の地域に旅行に行くという名目 数万円持って外出す （実際はシリアに行く） 、というものであった。また、シリアでロシア人やドイツ人の女性と結婚し、妻、場合によっては子どもをともなって ドゥヤマンに帰省する。多くの者は、一度アドゥヤマン 帰省してから再度シリアに渡ってい　
また、ギョンデルとのインタビ





























































表 3　2015 年におけるトルコ総選挙の結果（550 議席）
政党／投票日 6 月 7 日総選挙（投票率：83.9%）
6 月 7 日総選挙
（アドゥヤマン県）
11 月 1 日総選挙
（投票率：85.2%）
11 月 1 日総選挙
（アドゥヤマン県）
公正発展党 40.9%（258） 59% 49.5%（317） 69%
共和人民党 25.0%（132） 11% 25.3%（134） 11%
民族主義行動党 16.3%（80） 4.5% 11.9%（40） 3%
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立ち上げられた過激派イスラーム組織、トルコ・ヒズブッラーの温床であった （参考文献②） 。 ト コ・ヒズブッラーは、レバノンのヒズブッラーとは関係がない、スンナ派クルド人の である。ただし、宗派は異なるものの、ＰＫＫに対する利害が一致していたため イランがトルコ・ヒズブッラーを支援していたとみられている。ま 、トルコ政府も同様の理由で、九〇年代後半にトルコ・ヒズとの関係を深めた。ブッラーはＩＳやＰＫＫが当初採ったの 同じ戦略を展開し 。それは、 「近い敵」 、すなわちＰＫＫなど同じクルド系の過激派組織への攻撃である。トルコ・ヒズブッラーは、発足当初、ライバル関係にあるクルド系イスラーム組織のメンバー一〇〇名を拉致し、拷問を加えるなど、残忍な手口を使ってその殲滅を目指した（アル・モ
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ルマズは三月のテロだけではなく、一〇月のアンカラでのテロ、そして二〇一六年一月一二日 イスタンブルの観光名所のブル モスクの近くで発生し、ドイツ人を中心に一〇名の外国人観光客が死亡した爆破テロの計画を練った人物とみられている。トルコ政府は二〇一五年一 月にガズィアンテプでＩＳ掃討作戦を実施し、ドゥルマズは取り逃がしたも 、彼の所有していたパソコン 押収た。そのパソコンからは、二〇一五年一一月にアンタルヤで開催されたＧ
20を狙ったテロ計画、
さらにトルコ人、クルド人 トルコマン人、アレヴィー教徒の対立を煽り、内戦を起こさせる計画
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者を中心に結成された「ドクマジュラル・グループ」の活動、ビンギョル県における過激派のルーツ、トルコＩＳの幹部とその活動地域を概観し、トルコにおけるＩＳ起源と構成について検討してきた。本稿で明らかになった は以下の諸点である。第一 アドゥヤマン県とビンギョル県の若者がＩＳに引きつけられるのは、失業率、現状への不満といった構造的 問題が背景にある これはフランスをはじめ したヨーロッパのムスリムが外国人戦闘員としてＩＳへ渡る動機と共通する。第二に、アドゥヤマン県とビンギョル県におけるＩＳの若者への巧みな勧誘方法である。第三に、ビギョル県にはトルコ・ヒズブッラーの影響がいまだに残っており、関連する人物がＩＳ 渡 いる点である。第四に、アドゥヤマン県とビンギョル県から へ向かう若者たちは確かに実行犯であるが、 その背後にいるのはイ ハミ・バル、ムスタファ・ドクマジュ、ユヌス・ドゥルマズといった「真のテロリスト」たちである。彼らの主な敵はこれまでたび び逮捕
されてきたトルコ政府であり、彼らにとってはトルコ政府を脅威に陥れることができれば、その大義名分はトルコ・ヒズブッラーでもアル＝カーイダでもＩＳでも構わないのである。　
本稿で論じてきたように、トル
コＩＳは① ドゥヤマン出身の若者から成る「ドクマジュラ ・グループ」 、②ビンギョル県出身でイスラームに傾倒するク ド人、③組織を統括する幹部たち、という三つのカテゴリーに区分できる（図２参照） 。　
二〇一五年一一月一三日のパリ
同時多発テロ、二〇一六年三月二二日のブリュッセル連続テロ事件にみられるように ＩＳはこれまでの「近い敵」 、すなわち中東地域の政府や非政府組織を狙う戦略から「遠い敵」であ 欧米諸国を狙う戦略に軸足を移しつつある。この傾向はトルコＩＳが二〇一六年にイスタンブルで起こした二のテロにも当て まる。これらのテロは明確に観光客を狙ったものであった。また、トルコ軍とＩＳ本隊との衝突もキリ 県の国境付近で二〇一六年四月以降、激化している。 これはトルコ南東部の 「シリア化」 、もしく 戦場がトルコ
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 議員団は、ＣＨＰ党副党首 ヴェリ・アーババ、アンカラ選出のネジャティ・ユルマズとシェナル・サルハン、イスタンブル選出のアリ・シェケルとエレ ・エルデム、ガズィア テプ県選出のメフメット ギョクダ から構成された。
⑸
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